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学校における安全の取組
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第３次学校安全の推進に関する計画について（令和４年３月文部科学省策定）
作成のポイント
〇本計画は、学校保健安全法に基づき、令和４年度から令和８年度までの５年間の計画として、学校安全に係る基本的方向性と具体的な方策を示す計画を作成

〇安全で安心な学校環境の整備や組織的な取組を一層充実させるとともに、安全教育を通じ、児童生徒にいかなる状況でも自らの命を守り抜き、安全で安心な
生活や社会を実現するために自ら適切に判断し主体的に行動する態度の育成を図ることが重要

〇学校安全計画･危機管理マニュアルを見直すサイクルを構築し、学校安全の実効性を高める

〇地域の多様な主体と密接に連携･協働し、子供の視点を加えた安全対策を推進する

〇全ての学校における実践的･実効的な安全教育を推進する
〇地域の災害リスクを踏まえた実践的な防災教育･訓練を実施する

〇事故情報や学校の取組状況などデータを活用し学校安全「見える化」する
〇学校安全に関する意識の向上を図る（学校における安全文化の醸成）

学校安全のポイント

学校における安全教育（学習指導要領の改訂への対応）

〇教科横断的なカリキュラム･マネジメントの確立
安全に関する資質･能力を明確化し、学校教育活動全体を通じた教材等横断的な
カリキュラム･マネジメントの確立を通じ、地域の特性や児童生徒等の実情に応じた
安全教育を推進することが重要
〇安全教育の進め方
「学校安全計画」を全教職員が理解し、児童生徒等が安全上の課題について自ら
考え、主体的な行動につながるよう、様々な手法を適宜取り入れることが重要。実施
後は、安全教育の取組状況を把握･検証し、改善につなげていくことが必要。

学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育の活用
「学校事故対応に関する指針」を踏まえた対応

〇学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育
震災や豪雨等の自然災害の状況、交通事故や犯罪等の社会的な情勢の変化など、
新たな課題や学校における活動中の事故や登校中における事件･事故に巻き込まれ
る事案やスマートフォンやＳＮＳの利用を巡るトラブルなど従来想定されなかった新た
な危機事象の発生に対応するための学校安全資料。
〇「学校事故対応に関する指針」に係る対応
「学校事故対応に関する指針」に基づき、事故等発生時の組織的かつ的確な対応、
調査･報告･再発防止等の適切な事後対応や児童生徒等への心のケアを実施するこ
とが必要。

安全教育と安全管理における組織活動

学校における安全管理

〇安全管理の考え方
「学校安全計画」に基づいて、安全教育と安全管理を一体的に活動を展開することが重要。
〇新たな危機事象への対応
これまでの危機対応及び災害発生時の対応に加え、スマートフォンやSNSの普及に伴う犯
罪被害、テロ、弾道ミサイル発射等の国民保護に関する新たな危機事象への対応を念頭に、
学校における危機管理は、社会情勢の変化に応じ、常に最新の状況にしておくことが重要。
〇幼稚園、特別支援学校等における留意点
幼児の発達の特性や各園の特徴、障害の特性等に応じた留意が必要。

〇学校における体制整備
管理職のリーダーシップの下、学校安全の中核となる教職員の役割を明確化し、全ての教職
員が一体となって取り組むことが重要。
全ての教職員が、各キャリアステージにおいて、必要な資質･能力を身に付けることが必要。
〇学校･家庭･関係機関等の連携
安全上の課題が複雑化･多様化する中で、家庭･地域･関係機関等との連携が不可欠。

施策の基本的な方向性 ５つの推進方策

１．学校安全に関する組織的取組の推進

２．家庭、地域、関係機関等との連携・協働による学校安全の推進

３．学校における安全に関する教育の充実

４．学校における安全管理の取組の充実

５．学校安全の推進方策に関する横断的な事項等
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消費者安全調査委員会「学校の施設又は設備による事故等」調査報告書
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児童生徒等の実態に応じた対応が必要
改めて、「視点」や「具体的な対応策」等の

共有から、各校の先生方が同じ対応（組
織的な対応）をすることができるようサ
ポート願います。
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令和６年度文部科学省学校安全体制整備事業について
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伊勢崎市の取組
（R6実践）

モデル校の主な取組

学校安全総合支援事業の取組ついて【R6モデル地域（伊勢崎市）】
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地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業

R6補助金活用自治体

〇太田市
〇渋川市
〇富岡市
〇安中市

＜防災教育クロスロード＞ ＜VR地震体験＞ ＜非常食缶パン＞
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『学校安全計画』及び『危機管理マニュアル』について

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/

平成31年３月 平成30年２月 令和３年６月
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POINT
マニュアルは詳細に
活用のフロー図とは別視点で
想定の範囲外がなくなるように
学校職員が組織的な対応を
行うための資料
（職員連携、同一対応など）

例えば
熱中症マニュアルに
①実施の判断基準
②保護者引き渡しでの帰宅

その他必要に応じて作成
アレルギーやエピペン対応
熊や猿の出没時の対応
犯罪被害など
※過去の事例やヒヤリハット事例
から必要に応じて作成
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学校内の安全管理（安全点検）例① 校内施設
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学校内の安全管理（安全点検）例② 部活動関係
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学校内の安全管理（安全点検）例③ 参考取組例

熱中症や感染症に関する
基準の掲出

出入り口付近の
刺股や防具の設置

各学校のいい取組にも着目を
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学校内の安全管理（安全点検）例④ 新しい施設

寒さ対策＜防火設備

施設更新時の様々な
シュミレーション

解放的な教室の
防犯対策
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交通安全指導について

群馬県の交通事情
○公共交通機関の利便性が低い地域が多い
→中高生の自転車利用率が高い
（高校生の8割が通学に自転車を利用）

○中高生の自転車事故率が高い

交通安全指導の重要性
・小さなうちから交通安全を意識する機会を設定
・発達段階に応じた指導を実施
・交通ルールを理解する
・交通ルールを守った生活が習慣化するように

12



群馬県教育委員会 健康体育課 学校安全･給食係

交通安全指導（例）

標識の学習

危険予測と左側通行
の重要性
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取組事例 群馬県高校生サイクルサミットから

高校生が自らの言葉で
各校の生徒に向けて発信します。

各校のお便りや掲示物のみならず
動画の作成や全校集会での発表など
各学校で工夫して取り組んでもらっています。

県内教習所や警察の協力を得て
交通安全を半日かけて考える機会を設定
警察や自転車関連企業からの講話の受講や、
各教習所企画の実習を代表者生徒が体験します。
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